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研究成果の概要（和文）：本研究はロシア革命後ユーラシアの東西に離散した亡命ロシア人社会と、それに付随して世
界に拡散したロシアの「ユダヤ人問題」と反ユダヤ主義の諸相を、満洲、極東に焦点を当てて考察した。特にシベリア
出兵期に日本に伝播した反ユダヤ主義、日本統治下満洲における亡命ロシア人社会とロシア・ファシズムの発展、シベ
リアと満洲におけるシオニズム運動の展開、ホロコースト前夜のユダヤ難民問題における日ソ両国の役割を解明した。

研究成果の概要（英文）：This research focuses on the Russian refugees from the 1917 Russian revolution 
and Civil War, and Russian Jewish questions and anti-Semitism in Manchuria in interwar period. 
Particularly, we explore the anti-Semitism that spread to Japan during the period of the Siberian 
expedition, the development of Russian fascism in Manchuria under Japanese rule, and the expansion of 
Zionist movement in Siberia and Manchuria. This project also aims to clarify the role played by Japan and 
the Soviet Union in the Jewish refugees question on the eve of the Holocaust.

研究分野：ロシア史
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１．研究開始当初の背景 
 ロシア革命と内戦期のハルビンは、亡命ロ
シア人の政治、文化の一大中心となる一方で、
反革命派の拠点となった。戦前の日ソ関係の
焦点であった満洲は、日本帝国が初めてユダ
ヤ人社会を統治下に置いた土地であり、日本
人のユダヤ人認識の揺籃と発展の地でもあ
った。1930年代日本統治下のハルビンは革命
前のリベラルさとは一転し、亡命ロシア人文
化の衰退、日本軍、外交当局の反ユダヤ主義
といった否定的側面が指摘されてきた。たし
かに満洲国では軍の保護下でユダヤ人を敵
視するロシア・ファシスト党が跋扈し、同党
による一連のユダヤ人拉致殺害事件（特に
「カスペ事件」）が発生、日本の外交当局を
悩ます国際問題となるに至った。だがこれと
同時に満洲ではユダヤ人のナショナリズム
であるシオニズム運動もまた保護され、中で
も修正主義シオニズムの強まりに見られる
ように独自の発展と展開を見せた点はほと
んど知られていない。ハルビンでは複数のユ
ダヤ系ロシア語雑誌が日本の敗戦前後まで
刊行された。ロシア語によるユダヤ系雑誌は
当時ソ連にもたった一誌『演壇』（1937年廃
刊）しかなかったのであり、ハルビンはロシ
ア・ユダヤ文化の特異な「飛び地」であった。
だがパリやベルリンといった「亡命ロシアの
首都」から遠く離れたハルビンの重要性は、
ユダヤ現代史ではほとんど認識されていな
い。同時に「亡命ロシア」という表現の下に
隠れた多様な民族アイデンティティと内部
の葛藤も、近年になってようやく研究の端緒
が開かれたにすぎない。 
 
 本研究計画の直接の背景は、平成 21 年度
に始動した科研基盤（B）「ユーラシア・ユダ
ヤ現代史の構築」（代表者高尾千津子）であ
る。このプロジェクトは、日本のロシア東欧
史研究者とユダヤ現代史研究者による初の
共同研究として始まった。本研究はこれをさ
らに発展させ、ロシアと日本の「辺境」とし
て歴史的な衝突の舞台となった極東および
満洲の「ユダヤ人問題」を中心軸とし、ヨー
ロッパ、バルト諸国、ソ連西部と比較するこ
とでユダヤ現代史に日本独自の貢献を行う。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的はロシア革命から第二次世
界大戦期のユーラシアにおけるユダヤ人の
動向を地域横断的に明らかにすることであ
る。１）ヨーロッパ・ロシアからシベリア、
極東へ、さらに大陸から日本へと伝播した反
ユダヤ主義と「ユダヤ人問題」を多角的、総
合的に分析し、２）革命後様々な政治運動を
繰り広げた亡命ロシア人社会の経験を比較
し、日本統治下の満洲、特にハルビンにおけ
るロシア系ユダヤ人ディアスポラと日本当
局との関係を検討する。さらに３）ホロコー
スト前夜のシベリア経由日本、上海へのユダ
ヤ難民問題に関する日本、ロシア、その他関

係各国の史資料を収集、分析、比較すること
で、ホロコーストと日本に関するより客観的
な歴史像の構築を目指す。以上の三つの軸を
設け、ユーラシア東西のユダヤ現代史を比
較・検討する。 
 
３．研究の方法 
研究方法は主にロシア、アメリカ、ヨーロッ
パ、イスラエル、日本の各地に分散する史資
料の調査、収集を中心とするフィールドワー
クとその分析であり、これらの成果を国内外
の研究会および国際会議で発表し、意見の交
換と情報収集を行う。かつ海外から研究者を
招聘し、ワークショップや講演会を開催、情
報を収集する。 
 
（1）シベリア、極東、満洲の「ユダヤ人問
題」の諸相 
 内戦期から 20 年代ロシア極東と満洲にお
ける革命と反革命、情報戦、反ユダヤ主義を
総合的に検討する。 
 
（2）戦間期ユーラシアにおける亡命ロシア
社会の比較研究 
 日本統治下ハルビンの亡命ロシア人社会
の政治活動を、ユーラシア各地の亡命ロシア
社会と比較検討する。 
 
（3）ホロコースト前夜の日本のユダヤ難民
政策の再評価 
 第二次大戦勃発の前後においてヨーロッ
パからソ連経由のユダヤ難民受入国となっ
た日本の難民政策を、多角的な史料を用い、
国際的な視点から分析を試みる。 
 
４．研究成果 
(1)研究の主な成果 
極東、満洲、東アジアにおける「ユダヤ人問
題」と反ユダヤ主義をめぐる亡命ロシア人社
会と日本との関わりを中心に、代表者、分担
者は、後掲の雑誌論文、学会発表、単行書な
どに発表した。これらの研究成果の一部は以
下の通りである。 
 
①日本への反ユダヤ主義の伝播に決定的影
響を与えたのは第一次世界大戦とシベリア
出兵であった。大戦と出兵を契機にユーラシ
ア東西、すなわち極東ロシアとヨーロッパ経
由でいわゆる「ユダヤ陰謀論」が日本に流入
した。20世紀初頭にロシアでねつ造された偽
書『シオン賢者の議定書』は、ロシア革命後、
「ユダヤ陰謀論」の「証拠」として世界各地
に伝播し、戦間期の欧米諸国における反ユダ
ヤ主義に大きな影響を及ぼした。最初に邦訳
された『議定書』（『過激主義ノ真髄』1919
年）は、翻訳者によるウラジオストク現地で
の観察や反ユダヤ的解釈や、シベリアへ共同
派兵を行ったアメリカに対する不信や敵意
が随所に見られるなどの興味深い特徴があ
る。『議定書』は翻訳された直後から日本の



言論界で内容の真贋をめぐって賛否両論を
巻き起こした。日本への『議定書』伝播がだ
れによってなされたかは諸説あるが、日ロ双
方の一次史料を検討した結果、極東最後の白
衛軍政府であった「沿アムール臨時政府
（1921-1922 年）」首班のスピリドン・メル
クーロフとシベリア派遣軍通訳官で陸軍幼
年学校教授の樋口艶之助が中心的役割を果
たした点を明らかにした。また、内戦下にお
いてシベリア、極東に反ユダヤ主義が波及す
る背景には、英、仏、米、日本の派遣軍内の
対立もまた反ユダヤ主義の醸成に一定の役
割を果たしたものと思われる。 

 
②ロシア革命と内戦を経て、極東の都市ハル
ビンは亡命ロシア人の政治、文化の一大中心
であると同時に反革命派の拠点となった。
1930 年代のハルビンでは、ユダヤ人を敵視す
るロシア・ファシスト党が組織される一方、
ユダヤ人のナショナリズムであるシオニズ
ム運動は極東で独自の発展と展開を見せる
ことになった。多様な政治運動を繰り広げた
亡命ロシア人社会におけるロシア・ファシス
ト党の生成と発展およびその特徴と極東に
おけるファシズムのあり方を考察した。ハル
ビンのロシア・ファシズムは多様な潮流から
構成されていたが、次第にドイツ・ファシズ
ムの強い影響を受けて発展した。同時代の他
国のファシズムとの相違とは、ロシア・ファ
シズムが国家という土台を持たない理念的
なファシズムであったということ、また日本
軍部とのかかわりが、ロシア・ファシスト党
の発展に大きく寄与すると同時に、同党の活
動を大きく制約したことである。ファシスト
党によるユダヤ人資産家誘拐事件、なかでも
1933 年に発生し国際的スキャンダルとなっ
た「カスペ事件」でユダヤ人カスペを拉致殺
害したファシスト党員は、逮捕、裁判の末に
全員無罪となった。ファシスト党による一連
の誘拐事件には関東軍憲兵隊、特務機関が深
く関与していた。また 1934 年末にロシア・
ファシスト党員を中核として「白系露人事務
局」が組織され、亡命ロシア人社会を対ソ戦
略に利用するという関東軍の基本構想の下
で、ファシスト党による過激な反ユダヤ主義
運動が一時的に許容された。カスペ事件が決
着し、軍とファシスト党との共犯関係が集結
した後の 1937 年、軍当局は対ユダヤ人宥和
政策に転じることになった。満洲国における
亡命ロシア人社会の多様性、分裂と葛藤、反
ユダヤ主義は、日本の満洲統治におおいに反
映されていた。 
 
③ロシア・ホロコースト研究教育センターの
イリヤ・アルトマンの協力により、第二次世
界大戦中のソ連経由日本へのユダヤ難民問
題関連ロシアにおける未公開資料の調査収
集を行い、この成果は、平成 26 年にロシア
の現代史雑誌にПраведник народов мира 
Чиунэ Сугихара// Новая и новейшая 

история(2014, No.5)として掲載された。平成
26 年 12 月にアルトマンをモスクワから招聘
し、早稲田大学ヨーロッパ文明史研究所と日
本ユダヤ学会の協賛で早稲田大学にて「杉原
千畝 新資料と新たな事実」と題し公開講演
会を行った。本公演では旧ソ連文書館及び周
辺諸国の杉原千畝関係史料の公開の現状な
らびに判明した新たな事実について最新の
研究成果報告がなされ、国内の研究者との研
究交流が行われた。 
 
（2）研究成果の国内外における位置づけと
インパクト 
本研究主題の特徴は、ロシア極東、満洲に
おける日ソ間の軍事、外交的な競合を背景
とした「ユダヤ人問題」と亡命ロシア人の
関係を内外の文書館史料調査を通し明らか
にしたことであり、日本語、ロシア語の史
資料と研究を比較検討した研究成果を内外
の国際会議や学会で発表した。 
①平成25年 7月の第 16回世界ユダヤ学会議
The 16th World congress of Jewish Studies 
（エルサレム、イスラエル）では、Russian 
Jews and Borders: Far Eastern 
Perspectives, 1910s-1930s と題するパネル
を組織し、代表者および分担者の 4名がそれ
ぞれ帝政末期から1930年代までのシベリア、
極東、満洲における「ユダヤ人問題」を廻る
研究成果を発表した。欧米、イスラエル、ロ
シアのユダヤ史研究者との意見交換を行っ
た。 
②カリーニングラード（ロシア）で平成 25
年 11月に開催された「水晶の夜 75周年」シ
ンポジウムでは高尾が戦前日本におけるユ
ダヤ難民政策を発表し、ロシアおよび欧米の
研究者との交流を行った。 
③平成 26 年度の日本西洋史学会では「ヨー
ロッパ・ユダヤ人問題の波及：ユーラシア現
代史への視座」と題し小シンポジウムを開催
し、代表者と分担者 4人が最新の研究成果を
報告した。ヨーロッパの反ユダヤ主義につい
ては、これまでに内外で研究の蓄積があるが、
第一次世界大戦とロシア革命を起点とする
反ユダヤ主義が、ユーラシア東西で連動性を
持つものであることを明らかにする事がで
きた。これらの研究成果は日本ユダヤ学会誌
『ユダヤ・イスラエル研究』29 号(2015 年秋
発行)に特集として掲載される予定である。 
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